
 

2022 年 3 月期 第 3 四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

2022 年 2 月 8 日 
 

（百万円未満切捨て） 

１．2022 年 3 月期第 3四半期の連結業績（2021 年 4 月 1 日～2021 年 12 月 31 日） 

(1) 連結経営成績（累計）                      （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属 
する四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2022 年 3 月期第 3四半期 99,551 3.8 4,999 121.3 8,840 335.9 12,514 －
2021 年 3 月期第 3四半期 95,898 △12.1 2,259 － 2,028 － △2,105 －

(注)包括利益 2022年3月期第3四半期 13,171百万円（－％）2021年3月期第3四半期 △1,444百万円（－％） 
 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭
2022 年 3 月期第 3四半期 80 39 －
2021 年 3 月期第 3四半期 △13 52 －

（参考）持分法投資利益 2022 年 3 月期第 3 四半期 3,965 百万円 2021 年 3 月期第 3四半期 464 百万円 
 
(2) 連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円 銭
2022 年 3 月期第 3四半期 253,942 △123,366 △51.4 △838 66
2021 年 3 月期 238,644 △130,561 △59.8 △916 37

（参考）自己資本 2022 年 3 月期第 3四半期 △130,549 百万円 2021 年 3 月期 △142,652 百万円 
 
 

２．配当の状況 

 年間配当金 

第 1四半期末 第 2四半期末 第 3四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021 年 3 月期 ― ― ― 0  00 0  00

2022 年 3 月期 ― ― ―  

2022 年 3 月期（予想）    0  00 0  00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

 

３．2022 年 3 月期の連結業績予想（2021 年 4 月 1日～2022 年 3 月 31 日） 
（％表示は、対前期増減率） 

 売上高 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通  期 133,000 0.7 7,400 124.9 －  －  －
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 
    

会  社  名 チッソ株式会社  ＵＲＬ http://www.chisso.co.jp 
代  表  者 （役職名）代表取締役社長 （氏名） 木庭 竜一 
問合せ先責任者 （役職名）取締役 総務部長（氏名） 田村 秀人 （TEL）03（3243）6375 
     



 
※ 注記事項 
(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動       ： 無 

  （連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用       ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更            ： 有 
② ①以外の会計方針の変更                   ： 無 
③ 会計上の見積りの変更                    ： 無 
④ 修正再表示                         ： 無 

(4) 発行済株式数（普通株式）  

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022 年 3 月期 3Ｑ 156,279,375 株 2021 年 3 月期 156,279,375 株 

② 期末自己株式数 2022 年 3 月期 3Ｑ 615,330 株 2021 年 3 月期 607,872 株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022 年 3 月期 3Ｑ 155,667,432 株 2021 年 3 月期 3Ｑ 155,677,482 株 

 

 

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  （将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありま

せん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

なお、業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付

資料】３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 (３) 連結業績予想などの将来予測情報に関す

る説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

１）業績全般 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、国内における新型コロナウイルス感染症がワクチ

ン接種の普及とともに小康状態となり、海外経済も米国や中国を中心として緩やかながらも回復基調と

なったことから、企業収益には持ち直しの動きがみられましたが、世界的な半導体供給不足の影響や新

たな変異株による感染拡大への懸念など、依然として先行きの不透明な状況が続きました。 

このような状況のもと当社グループにおきましては、2021 年３月に公表した「2020～2024 年度 中期

計画 ～業績改善のための計画～」の推進に注力し、機能材料事業においては液晶材料の製造拠点の統

廃合を進め、収益構造の強化に努めたほか、電力事業ではＦＩＴ（再生可能エネルギー固定価格買取制

度）活用に向けた水力発電所の大規模改修工事を計画的に進めるなど、持続的な経営基盤の強化を行い

ました。 

当第３四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は、99,551 百万円（前年同四半期比

3.8％増）、営業利益は 4,999 百万円（前年同四半期比 121.3％増）、経常利益は 8,840 百万円（前年同四

半期比 335.9％増）となりました。特別利益に固定資産売却益 10,453 百万円、持分変動利益 756 百万円

等の合計 11,263 百万円を、特別損失に水俣病補償損失 2,192 百万円、希望退職制度実施に伴う特別加算

金等による事業構造改革費用 1,254百万円、災害による損失 599百万円等の合計 4,676百万円を計上し、

親会社株主に帰属する四半期純利益は 12,514 百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損

失 2,105 百万円）となりました。なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号 2020 年３

月 31 日。以下「収益認識会計基準」という。）等の適用により、売上高は 13,430 百万円減少しておりま

す。 

 

２）セグメント別概況 

① 機能材料事業（液晶材料等） 

液晶材料は、テレワークやオンライン授業の一般化など生活様式の変化により、PC モニター、ノー

ト PC 等の IT 用液晶の販売が好調となり、売上は増加しました。シリコン製品は、プリント基板用途

を中心に需要が好調に推移し、売上は増加しました。 

当セグメントの売上高は 19,130 百万円（前年同四半期比 4.6％増）となりました。 

 

② 加工品事業（繊維製品、肥料等） 

繊維製品は、大人向け紙おむつ用途の需要が堅調に推移しましたが、除菌シートやマスクなどの新

型コロナウイルス感染症対策関連用途のほか、子供向け紙おむつ用途でも在庫調整の影響が継続して

いることから、原綿の出荷が総じて低調となり、売上は減少しました。 

肥料は、輸送用コンテナ不足や運賃高騰などの影響を受けたものの、原料価格高騰による販売価格

値上げ前の先取り需要により被覆肥料及び化成肥料の出荷が増え、売上は増加しました。 

当セグメントの売上高は 43,390 百万円（前年同四半期比 7.9％増）となりました。なお、収益認識

会計基準等の適用により、売上高は 1,448 百万円減少しております。 

 

③ 化学品事業（アルコール、樹脂等） 

オキソアルコールは、上期において国内及びアジア市場の出荷が好調に推移したほか、原料ナフサ

価格の高騰を受けて販売価格の値上げを実施したことから売上は増加しましたが、下期に入り中国に

おける電力制限や住宅需要の落ち込みの影響が見られました。また、新型コロナウイルス感染症対策

関連の需要の伸びが継続していることから、ワクチン製剤の精製工程で使用される液体クロマトグラ

フィー用充填剤の販売が引き続き好調となりました。 

ポリプロピレンは、主力の自動車関連分野において半導体等の供給不足による減産の影響で需要回

復が遅れているものの、新型コロナウイルス感染症の影響からは持ち直しつつあり、出荷は増加しま

した。 

当セグメントの売上高は 22,322 百万円（前年同四半期比 49.5％増）となりました。なお、収益認

識会計基準等の適用により、売上高は 1,417 百万円減少しております。 

 



チッソ株式会社 2022 年 3 月期 第 3 四半期決算短信 

－3－ 

④ 商事事業 

商事事業は、化学品事業と同様に原料ナフサ価格の高騰を受けて販売価格の値上げを実施しました。

また、ポリプロピレン及びポリエチレンの出荷が総じて堅調に推移しました。 

当セグメントの売上高は 6,380 百万円（前年同四半期比 50.9％減）となりました。なお、収益認識

会計基準等の適用により、売上高は 10,695 百万円減少しております。 

 

⑤ 電力事業 

電力事業は、九州地区におけるＦＩＴ活用による安定した収益基盤の強化に注力し、対象となる 13

箇所の既存発電所のうち 10 箇所については既に工事を完了し、残る３箇所の水力発電所について大

規模改修工事を計画的に進めました。 

当セグメントの売上高は 4,252 百万円（前年同四半期比 21.9％減）となりました。 

 

⑥ その他事業（エンジニアリング等） 

エンジニアリング事業は、引き続き国内大型案件の工事が順調に進捗したほか、新規工事案件の受

注も増加するなど、堅調に推移しました。 

当セグメントの売上高は 4,073 百万円（前年同四半期比 1.3％増）となりました。なお、収益認識

会計基準等の適用により、売上高は 130 百万円増加しております。 

 

（２）財政状態に関する説明 
当第３四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末と比べ 15,297 百万円増加し、253,942 百万

円となりました。これは主に、現金及び預金の増加 15,386 百万円によるものです。 

当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末と比べ 8,102 百万円増加し、377,308 百万円

となりました。これは主に、支払手形及び買掛金の増加 5,459 百万円と短期借入金の増加 4,314 百万円

によるものです。 

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比べ 7,194 百万円増加し、△123,366 百

万円となりました。これは主に、利益剰余金の増加 12,345 百万円によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 
2022 年３月期の業績予想につきましては、2021 年 11月 11 日に公表しました業績予想から変更してお

りません。 

なお、通期（連結・個別）の当期純利益につきましては、水俣病関連損失の予想が困難であることか

ら、引き続き未定としております。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(１) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

    該当事項はありません。 

 

(２) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

    該当事項はありません。 

 

(３) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号 2020 年３月 31 日。以下「収益認識会計基準」

という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転

した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしており

ます。これにより、他社の商品を購入し販売している収益について、従来は、総額で収益を認識してお

りましたが、顧客への財又はサービスの提供における役割（本人又は代理人）を判断した結果、純額で

収益を認識する方法に変更しております。また工事契約に関して従来、工事完成基準にて収益を認識し

ていた工事について、発生する費用を回収することが見込まれる場合は、原価回収基準にて収益を認識
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する方法に変更しております。さらに、同業他社との非貨幣性項目の交換取引において、一部売上と売

上原価を総額で認識していましたが純額で収益を認識する方法に変更しております。 

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第 84 項ただし書きに定める経過的な取扱い

に従っており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影

響額を、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適

用しております。ただし、収益認識会計基準第 86 項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の

期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針

を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第 86 項また書き(1)に定める方法を適用し、第１

四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の

契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金

に加減しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は 13,430 百万円減少し、売上原価は 13,430 百万円減

少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益のそれぞれ増減はありません。また、利益剰

余金の当期首残高は増減しておりません。 

 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第 30 号 2019 年７月４日。以下「時価算定会計基準」

という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第 19 項及び「金融商品

に関する会計基準」（企業会計基準第 10 号 2019 年７月４日）第 44－２項に定める経過的な取扱いに従

って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。

なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 
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３．（要約）四半期連結財務諸表 
（１）（要約）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

金額 金額 金額 増減率

（資産の部）

Ⅰ　流動資産 130,580 106,892 23,687 22.2%

Ⅱ　固定資産 123,361 131,579 △8,217 △ 6.2%

Ⅲ　繰延資産 - 172 △172 △100.0%

　　　　資産合計 253,942 238,644 15,297 6.4%

（負債の部）

Ⅰ　流動負債 105,725 93,523 12,201 13.0%

Ⅱ　固定負債 271,583 275,682 △4,098 △ 1.5%

　　　　負債合計 377,308 369,206 8,102 2.2%

（純資産の部）

Ⅰ　株主資本 △142,707 △154,580 11,872 -

Ⅱ　その他の包括利益 12,157 11,927 230 1.9%

Ⅲ　非支配株主持分 7,183 12,091 △4,908 △ 40.6%

　　　　純資産合計 △123,366 △130,561 7,194 -

負債、純資産合計 253,942 238,644 15,297 6.4%

（２）（要約）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

金額 金額 金額 増減率 金額

Ⅰ　売上高 99,551 95,898 3,652 3.8% 132,011

Ⅱ　売上原価 77,544 75,989 1,554 2.0% 105,385

売上総利益 22,007 19,909 2,097 10.5% 26,625

Ⅲ　販売費及び
　　 一般管理費

17,007 17,650 △642 △ 3.6% 24,138

営業利益 4,999 2,259 2,739 121.3% 2,486

Ⅳ　営業外収益 5,535 1,267 4,268 336.9% 3,128

Ⅴ　営業外費用 1,694 1,498 196 13.1% 2,323

経常利益 8,840 2,028 6,812 335.9% 3,291

Ⅵ　特別利益 11,263 297 10,966 - 2,015

Ⅶ　特別損失 4,676 2,975 1,700 57.2% 4,231

税金等調整前四半期純利益
(又は税金等調整前四半期純損失)

15,427 △650 16,077 - 1,075

税金費用 2,476 1,116 1,359 121.7% 1,649

四半期純利益(又は四半期純損失) 12,951 △1,767 14,718 - △ 574

非支配株主に帰属する四半期利益
437 338 99 29.3% 569

親会社株主に帰属する四半期純利益

(又は親会社株主に帰属する四半期純損失)
12,514 △2,105 14,619 - △ 1,143

科　　目
増　　減

（参考）
前連結会計年度

（自　2020年4月1日
　 至　2021年3月31

日）

前第3四半期連結
累計期間

（自　2020年4月1日
至　2020年12月31日）

当第3四半期連結
累計期間

（自　2021年4月1日
至　2021年12月31日）

増　　減
科　　目

前連結会計年度
（2021年3月31日）

当第3四半期連結
会計期間

（2021年12月31日）

（単位：百万円）
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（四半期連結包括利益計算書）

金額 金額 金額 増減率 金額

四半期純利益
(又は四半期純損失)

12,951 △1,767 14,718 - △ 574

その他の包括利益

　 その他有価証券評価差額金 29 60 △30 △ 50.4% 34

 　為替換算調整勘定 707 301 405 134.5% 851

 　退職給付に係る調整額 △18 116 △134 - 157

　 持分法適用会社に対する持分相当額 △498 △156 △342 - 84

　 その他の包括利益合計 220 322 △102 △ 31.7% 1,127

四半期包括利益 13,171 △1,444 14,616 - 553

 （内訳）

　親会社株主に係る四半期包括利益 12,744 △1,785 △ 24

　非支配株主に係る四半期包括利益 427 340 578

科　　目

当第3四半期連結
累計期間

（自　2021年4月1日
至　2021年12月31日）

前第3四半期連結
累計期間

（自　2020年4月1日
至　2020年12月31日）

（単位：百万円）

（参考）
前連結会計年度

（自　2020年4月1日
　 至　2021年3月31日）

増　　減

 
 

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項  

 （継続企業の前提に関する注記）  

   該当事項はありません。 

 

 （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   当社連結子会社であるＪＮＣ株式会社は、2021 年７月１日付で連結子会社ジェイカムアグリ株式を追

加取得いたしました。この結果、当第３四半期連結累計期間において、資本剰余金が 472 百万円減少及

び利益剰余金が 168 百万円減少しており、当第３四半期連結会計期間末において資本剰余金が－百万円

及び利益剰余金が△150,499 百万円となっております。 
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